
　

住居跡は、地面を掘りくぼめてつく

る竪穴式です。形は方形で壁にはカ

マドを設けて煮炊きをしています。

柱は４本立てられ、カマドのそばに

は貯蔵穴を備えています。

　中井遺跡では一般国道１７号（上尾道路）の建設に先立ち、発掘調査が

行なわれています。遺跡は荒川の支流である江川をのぞむ上尾市大字領家

の台地上に立地しており、標高は約１４ｍです。

　調査の結果、数多くの縄文時代の住居跡や土
どこう

壙が発見され、縄文時代中

期（約４５００年前）の集落が環状につくられていたことがわかってきま

した。

　そのほか、　古墳時代後期（約１５００年前）や奈良時代（約１２５０年前）

の住居跡も発見されています。
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縄文時代中期ににぎわっていたナ

カイムラは、縄文時代後期には廃
すた

れていきます。
そ の 後 、 古 墳 時 代 後 期 （ 約
１５００年前）と、奈良時代（約
１２５０年前）に住居がつくられ
ます。

貯
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蔵穴　　食料などを貯えていた穴

奈良時代の住居跡も、地面を掘りくぼめ

てつくられています。北側の壁にはカマ

ドが設置されています。

煮炊きや食料を盛り付ける土器は、素焼

きで土
は じ き

師器と呼ばれています。

土師器のほか

に、専用の窯
かま
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須
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れる灰色の土
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縄文時代中期の住居跡は、調査区中

央から南にかけて環状にまとまって

見つかっています。住居跡は、地面

を掘りくぼめてつくる竪
たてあな

穴式で、円

形や隅丸方形をしています。

住居跡の中央付近に

は、暖
だん

を取ったり、調

理をするための場所で

ある炉が設けられてい

ます。

縄文時代の人々が使った生活

用品が見つかっています。

住 居 跡

縄文時代中期の土壙は、お

もに住居跡がつくられてい

ない場所から見つかってい

ます。お墓や、貯蔵施設な

どと考えられます。

土 壙

炉 跡 生 活 用 品

アクセサリーも
数は少ないです
が、見つかって
います。

同じ場所に繰り返し建てられた住居跡。３軒以上の住

居跡が重なっています。

住居跡の床面からは、柱の穴がたくさんみつかって

います。建て替えていくうちに増えていったと考え

られます。

住居跡の中央の炉跡に埋められた土器と、入口部分

に埋められた土器。入り口部の施設は、埋
うめがめ

甕とよば

れています。

土器が埋められた炉跡

まわりを石で囲った炉跡　

使われた石の中には石器を再

利用したものもあります。

埋められた土

器 は、 広 い 口

縁部分が利用

さ れ、 胴 部 か

ら下は割りと

られています。 住居跡からは、捨てられたと考え

られる土器の破片が大量に出土し

ます。

この土壙の底には、土器の破片が敷き

詰められています。

縄文土器が、そのままの形で埋まっていた

土壙もあります。

食料の盛り付けなどに使用され
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